
 

毎
まい

年
と し

２月
がつ

は、国
く に

が定
さだ

める「省
しょう

エネルギー月
げっ

間
かん

」です。私
わたし

たちの生
せい

活
かつ

は、電
でん

気
き

やガス、ガソリンなどのエネルギ

ーによって支
ささ

えられています。一
いっ

方
ぽう

で、エネルギーを作
つく

る際
さい

に発
はっ

生
せい

する二
に

酸
さん

化
か

炭
たん

素
そ

は、地
ち

球
きゅう

温
おん

暖
だん

化
か

の原
げん

因
いん

の一
ひと

つと考
かんが

えられており、エネルギーを効
こ う

率
りつ

よく使
つか

う「省
しょう

エネルギー（省
しょう

エネ）」を進
すす

めることは、地
ち

球
きゅう

温
おん

暖
だん

化
か

の防
ぼう

止
し

や環
かん

境
きょう

を守
まも

ることにつながります。まずは身
み

近
ぢか

な食
しょく

生
せい

活
かつ

から、省
しょう

エネを心
こころ

がけてみませんか？ 

家
いえ

にある食
しょく

材
ざい

を確
かく

認
にん

し、

使
つか

い切
き

れる分
ぶん

だけ買
か

う。 

 

旬
しゅん

のもの、地
ち

域
いき

でと

れたものを選
えら

ぶ。 

すぐに使
つか

うなら消
しょう

費
ひ

期
き

限
げん

・

賞
しょう

味
み

期
き

限
げん

の近
ちか

いものを 

選
えら

ぶ。 

生
なま

ごみは、水
みず

気
け

をよく

切
き

ってから捨
す

てる。 

 

食
しょっ

器
き

や調
ちょう

理
り

器
き

具
ぐ

は、汚
よご

れを拭
ふ

き取
と

ってから洗
あら

う。 

食
しょっ

器
き

を洗
あら

うときに水
みず

を

流
なが

しっぱなしにしない。 

 

近
きん

年
ねん

、「国
こく

民
みん

病
びょう

」ともいわれるようになった花
か

粉
ふん

症
しょう

。花
か

粉
ふん

症
しょう

の予
よ

防
ぼう

や 症
しょう

状
じょう

を軽
けい

減
げん

するには、

風邪
か ぜ

の予
よ

防
ぼう

と同
どう

様
よう

に、外
そと

から帰
かえ

ったら手
て

洗
あら

い・うが

いをすること、外
そと

ではマスクを着
ちゃく

用
よう

すること、そし

て、食
しょく

事
じ

や睡
すい

眠
みん

をしっかりとって体
たい

調
ちょう

を整
ととの

えるこ

とも重
じゅう

要
よう

です。 

 花
か

粉
ふん

症
しょう

の人
ひと

が、花
か

粉
ふん

と似
に

た構
こう

造
ぞう

のタンパク質
しつ

を

含
ふく

む果
くだ

物
もの

や野
や

菜
さい

などを食
た

べた際
さい

に、口
くち

の中
なか

や喉
のど

がピリピリ・イガイガしたり、かゆみを感
かん

じたりとい

ったアレルギー症
しょう

状
じょう

が出
で

ることがあります。違
い

和
わ

感
かん

があったら食
た

べるのをやめて、アレルギーの専
せん

門
もん

医
い

にご相
そう

談
だん

ください。 

 

スギ花
か

粉
ふん

症
しょう

では、

トマトに注
ちゅう

意
い

が 

必
ひつ

要
よう

です。 


